


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































利用したい 利用したく@ない わからない 無回答
残業も転勤もフルタイム正社員
ﾆ同様の短時間正社員
17．1％ 43．1％ 332％ 6．7％
残業も転勤がほとんどない
Z時間正社員





























ノ←トタイマー全体 5．7 6．9 68．4 53 133
蔽 0．0 100．0 0．0 0．0 0．0
店全体蝋i賭 12．5 18．8 43．8 18．8 6．3
音叩r曝糀者 11．4 11．4 61．4 7．1 8．6











































































































































































































































n＝646 122 218 469 545 449 175 231 29 48
導入あるいは検討中
氏≠Q15 13．5 29．8 40．5 59．1 47．0 14．9 28．4 3．7 4．7
導入予定なし












































n＝646 697 375 700515 215 313 560 331 224 279 08 08 25
入るいは　・ フα2 37．7 70．2 47．4 24．7 3a7 572 34．9 23．7 32．6 0．5 0．9 2．8
??????














































































































































17．5 2．7 2．7 73．4 3．7 100．0 20．2　一時的な
Z時間正社員 n 491 76 77 卿”Q062 105 2811 567
?
4．0 3．0 2．6 85．7 4．7 100．0 7．0　恒常的な
Z時間正社員 n 113 83 73 脾2410 鴨　132 2811 　　騨臼“卿P96
?
1．1 ．9 2．4 89．6 6．0 100．0 2．0パートタイマー










































③検討中 ④なし ⑤無回答 合計 ①②
ｧ度有＋運
@用有
一時的な短時間正社員 全体（n＝2433） 18．2％ 2．9％ 2．8 72．5 3．6 100．0 21．1
5000人以上（n＝66） 57．6％ ．0％ 1．5 39．4 1．5 100．0％ 57．6％
1000人～4999人（n＝260）37．7％ 3．1％ 3．5 53．8 1．9％ 100．0 40．8％
300人～999人（n＝473）24．7％ 3．2％ 3．4 65．8
??
100．0 27．9
100人～299人（n＝682）17．3％ 2．2％ 3．1 74．8 2．6 100．0 19．5
30人～99人（n＝593） 9．3 3．2％ 1．3 81．1 5．1％ 100．0％ 12．5％
29人以下（n＝359） 5．〔踊 3．6％
??
82．5 5．6 100．o％ 8．6
恒常的な短時間正社員 全体（n＝2433） 4．2％ 3．2％ 2．4 85．7 4．5 100． 7．4％
5000人以上（nニ66） 7．6％ 1．5％
??
83．3 4．5 100．0 9．1％
1000人～4999人（n＝260）8．1 1．5 2．3 82．7 5．4 100．0 9．6％
300人～999人（n＝473）4．4％ 3．0％ 2．3 85．8 4．4 100．0 7．4
100人～299人（nニ682）3．5％ 2．3％
??
87．7 3．5 100．0 5．9％
30人～99人（n＝593） 3．5％ 4．6％ 1．2 85．8 4．9 100．0 8．1％









5000人以上（n＝66） ．0％ t5％ 1．5 90．9 6．1 100．0 1．5
1000人～4999人（n＝260）1．2 ．4％ 2．3 88．8 7．3 100．0 1．5
300人～999人（n＝473）1．1％ 1．1％ 2．3 89．6 5．9 100．0 2．1
100人～299人（n＝682） ．6％ 1．2％ 1．9 91．9 4．4 1∞．0 1．8％
30人～99人（n＝593） t（踊 ．5
??
go．1 6．6 100． 1．5
























































































































































































































????…購獺　n鋤 8．0％ 20．0％ 8．0％ 16．0％ 12．0％
．κ苫3　　．．


















































































％ 98．7％ 19．4％ 18．1％　　”
















































@　　（n＝567） n 432 163? 65．3
??．??
恒常的な短時間正社員
@　　（n＝196） n 128 72? 65．5 32．7パートタイマー短時間正社





























一時的な短時間正社員（n＝518） 70．5％ 45．2％ 14．9％ 3．9％ 5．8％ 14．7％
恒常的な短時間正社員（n＝180） 62．2％ 35．0％ 28．3％ 8．3％ 1．7％ 21．7％
75．5％ 51．0％ 26．5％ 8．2％ 8．2％
?．???



























































































44．6％ 15．3％ 23．5％ 14．0％ 2．7％ 100．0％
n 噂201 69 106 63 r　12 451
恒常的な短時間正社員
?
30．6％ 14．4％ 24．4％ 16．3％ 14．4％ 1QO．　Q％　　鴨




20．9％ 20．9％ 34．9％ 14．0％ 9．3％ 100．0％













































28．0％ 32．4％ 12．9％ 1．5％ 17．6％ 7．5％ 100．0％
恒常的な短時間正社員
in＝180）
27．2％ 25．0％ 10．6％ ．6％ 3α6％ 6．1％ 100．0％
パートタイマー
Z時間正社員（n＝49）
、、28縄輌傷　雛　　　　　h　　　　　隔 　　3α6％獄の傅鴨””晶翻 6．1％ 4．1％ 24こ；5％側闘“ 6．1％ 100．0％




















































































































n 騨”@141 150 143 　脚P56 　噂P46
髄”
@124 131 　”r”P34 r　132 142
?





n 　　噂縛R8 38 38
? r卿り

























































































全体（n＝2766） 38．4％ 62．7％ 53．3％ 75．7％ 41．8％ 14．8％ 15．6％ 14．0％ 14．1％23．4％ 40．0％ 16．4％ 18．3％ 1．2％ 2．3％
一時的な短時間正社員
@r制度あり」（n＝564） 38．8％ 65．4％ 52．3％ 80．3％ 42．7％ 13．5％
13．1％ 11．5％ 14．0％24．6％ 43．1％ 15．1％ 18．6％ 0．5％ 2．0％
恒常的な短時間正社員
@「制度あり」（n司94） 38．7％ 56．2％ 60．3％ 68．0％ 46．4％
23．7％ 24．2％ 21．6％ 　9P6．5％ 20．6％ 39．7％ 25．3％ 18．0％ 2．1％ 3．1％
パートタイマー短時間正社員
@　「制度あり」（n＝54） 53．7％ 70．4％ 66．7％ 74．1％ 53．7％








































































































全体（n＝2743） 20．9％ 21．2％ 48．5％18．6％ 30．9％ 39．1％29．3％ 13．3％1．3％ 16．1％
一時的な短時間正社員
u制度あり」（n＝56D
21．4％ 21．0％51．9％ 18．2％ 33．5％ 41．4％29．6％ 12．3％ 1．2％ 14．8％
恒常的な短時間正社員
u制度あり」（n＝193）
17．6％ 22．3％ 38．3％ 20．7％ 29．5％ 37．3％ 31．1％17．1％ 1．0％ 20．2％
パートタイマー短時間正社員
@　「制度あり」（n＝54）



































全体（n＝2683） 41．0％ 23．2％30．5％ 25．0％ 32．9％ 8．2％ 12．0％ 。8％ 22．1％
一時的な短時間正社員
u制度あり」（n＝539）
41．4％ 24．1％ 32．1％ 27．1％ 34．9％ 7．4％ 13．5％ ．9％ 20．4％
恒常的な短時間正社員
u制度あり」（n＝186）
42．5％ 21．0％ 26．3％ 23．1％ 25．3％ 9．7％ 11．8％ ．5％ 28．0％
パートタイマー短時間正社員
@　「制度あり」（n＝52）

















































①制度 螂してい ③検尉 ④なし ⑤無回 合計 ①②
ｧ度があるま
ｽは運用してい
全体（n＝2729） 17．7％ 2．7％ 2．7％ 73．3％ 3．6％ 100．（既 20．4％
製造業（n＝555） 18．4％ 1．6％ 2．0％ 74．8％ 3．2％ 100．0％ 20．0％
卸売・小売桑（rF587） 22．0％ 2．0％ 2．9％ 7α9％ 2．2％ 100．0％ 24．0％
宿泊業・飲食業（n＝137） 13．9％ 3．6％ 7．3％ 71．5％ 3．6％ 100．0％ 17．5％
医療・福祉（n＝287） 17」％6．6％ 4．2％ 66．2％ 5．9％ 100．0％ 23．7％
情報通信業、運輸業、
X便業（n＝162）












14．3％ 2．5％ 2．5％ 76．7％ 41％ 100．（跳 16．8％
その他（n＝251） 13．5％ 2．0％ 1．6％ 79．7％ 3．2％ 100．0％ 15．5％
全体（n＝2729） 4．0％ 3．0％ 2．6％ 85．9％ 4．5％ 100．0％ 7．（跳
製造業（n＝555） 3．4％ 2．9％ 1．6％ 89．2％ 2．9％ 100．0％ 6．3％
卸売・小売業（rF587） 4．3％ 2．7％ 2．7％ 85．5％ 4．8％ 100．0％ 7．0％
宿泊業・飲食業（n＝137） 5．8％ 2．9％ 5．8％ 81．8％ 3．6％ 100．O％ 8．8％
医療・福祉（n＝287） 49％ 42％ 2．8％ 81．9％ 6．3％ 100．0％ 9．1％
情報通信業、運輸業、
X便業（n＝葦62）












4」％ 2．5％ 2．7％ 86．2％ 46％ 100．α協 6．5％
その他（序251） 4．0％ 2．4％ 2．8％ 87．3％ 3．6％ 100．0％ 6．4％
全体（n＝2729） 1．1％ ．9％ 2．3％ 89．7％ 6，α覧 100．o％ 2．〔跳
製造業（n＝555） 1．1％ ．9％ t4％ 91．5％ 5．（跳 100．（跳 2．（踊
卸売・小売業（rF587） ．5％ ．2％ 2．9％ 91」％ 5．3％ 100．0％ ．7％
宿泊業・飲食業¢伺37） ，7％ ．7％ 5コ％ 87．6％ 5．8％ 100．0％ 1．5％
医療・福祉（n＝287） 1．4％ 1．7％ t7％ 86．4％ 8．7％ 100．0％ 3．1％
情報通信業、運輸業、
X便集（！尉62）












1．4％ t1％ 2．7％ 89．0％ 5．8％ 100．0％ 2．5％











全体（n＝2476） 17．8％ 2．8％ 2．8％ 73．0％ 3．6％ 10α0％ 20．6％
女性社員はいない
i侃）（n＝50）
4．0％ ．0％ 2．0％ 90．0％ 4．0％ 10匪0％ 4．0％




19．6％ 3．4％ 1．0％ 742％ 1．8％ 100．0％ 23．0％
20％以上30綜i満
in＝433）
18．9％ 1．8％ 3．9％ 71．1％ 4．2％ 100．0％ 20。8覧
30％以上50％未満
in＝493） 18」％ 2．4％ 3．0％ 73．6％ 2．8％ 100．0％ 20．5％
50％以上（n＝642） 17．0％ 3．9％ 4．（跳 69．5％ 5．6％ 100．0％ 20．9％
全体（n＝2476） 4．3％ 3．2％ 2．5％ 85．6％ 4．4％ 10臥0％ 7．5％
女性社員はいない
i慨）（n＝50）
2．0％ 2．（泓 2．0％ 90．0％ 4．0％ 100．0％ 4．0％




4．8％ 2．6％ 1．2％ 87．5％ 3．8％ 1α甑0％ 7．5％
20％以上30％未満
in＝433）
3．5％ 3．2％ 4．4％ 85．（跳 3．鋤 10臥｛跳 6．7％
30％以上50％未満
in＝493）
4．3％ 3．4％ 2．8％ 86．0％ 3．4％ 100．0％ 7．7％
50％以上（rF642） 5．5％ 4．（γ％ 2．6％ 82．4％ 5．5％ 100．0％ 9．5％
全体（ド2476） 1．1％ ．9％ 2．3％ 89．8％ 5．8％ 100．0％ 2．0％
女性社員はいない
i慨）（rF50）
、0％ ．0％ 6．0％ 88．0％ 6．0％ 100．0％ ．0％




．8％ ．8％ 1．0％ 92．1％ 5．2％ 10α0％ 1．6％
20％以上30妹満
in＝433）
．5％ t2％ 4．6％ 88．5％ 5．3％ 100．（脱 1．6％
30％以上50％未満
in＝493）
2．4％ 1．0％ 2．6％ 89．2％ 4．7％ 100．0％ a4％










全体（n＝2433） 18．2％ 2．9％ 2．8％ 72．5％ 3．6％ 100．0％ 21．1％
パートはいない
i0％）（nニ238）
13．9％ 3．8％ 2．1％ 77．3％ 2．9％ 100．0％ 17．6％




16．3％ 3．0％ 3．2％ 74．6％ 3．0％ 100．0％ 19．2％
40％以上60％未満
in＝304）
17．1％ 3．6％ 3．0％ 70．7％ 5．6％ 100．0％ 20．7％
60％以上80％未満
in＝386）
15．5％ 2．3％ 2．8％ 75．9％ 3．4％ 100．0％ 17．9％
80％以上（n＝336） 16．4％ 2．4％ 2．7％ 75．6％ 3．0％ 100．0％ 18．8％
全体（n＝2433） 4．2％ 3．2％ 2．4％ 85．7％ 4．5％ 100．0％ 7．4％
パートはいない
i働）（n＝238）
2．1％ 3．8％ 3．4％ 87．0％ 3．8％ 100．0％ 5．9％




3．6％ 3．2％ 2．1％ 86．5％ 4．7％ 100．0％ 6．8％
40％以上60％未満
in＝304）
5．3％ 6．3％ 2．3％ 79．9％ 6．3％ 100．0％ 11．5％
60％以上80％未満
in＝386）
4．1％ 1．8％ 2．3％ 87．3％ 4．4％ 100．0％ 6．0％
80％以上（n＝336） 3．6％ 1．2％ 2．7％ 87．5％ 5．1％ 100．0％ 4．8％
全体（n＝2433＞ 1．0％ ．9％ 2．2％ 89．9％ 5．9％ 100．0％ 2．0％
パートはいない
@（0％）（n＝238）
．0％ ．8％ 1．7％ 92．4％ 5．0％ 100．0％ 0．8％




1．7％ ，4％ 2．5％ 90．3％ 5．1％ 100．0％ 2．1％
40％以上60％未満
@　（n＝304）
1．3％ ．7％ 3．0％ 86．5％ 8．6％ 100．0％ 2．（隅
60％以上80％未満
@　（n＝386）
1．6％ 1．6％ 2．1％ 88．6％ 6．2％ 100．0％ 3．1％







全体（n＝556） 68．9％ 22．7％ 8．5％ 100．0％
製造業（n＝111） 60．4％ 36．0％ 3．6％ 100．0％
卸売・小売業（n＝141） 70．2％ 16．3％ 13．5％ 100．0％
宿泊業・飲食業（n＝24） 70．8％ 8．3％ 20．8％ 100．0％
??????????
医療・福祉（n＝68） 75．0％ 19．1％ 5．9％ 100．0％
情報通信業、運輸業、郵便業（n＝38） 76．3％ 15．8％ 7．9％ 100．0％
金融業、保険業、不動産業、物品業（n＝20） 80．0％ 10．0％ 10．0％ 100．0％
生活関連サービス、娯楽業、複合サービス業
in＝20）
55．0％ 30．0％ 15．0％ 100．0％
学術研究、専門・技術サービス、サービス業
in＝95）
69．5％ 24．2％ 6．3％ 100．0％
その他（n＝39） 69．2％ 28．2％ 2．6％ 100．0％
全体（n＝190） 80．5％ 12．6％ 6．8％ 100．0％
製造業（n＝35） 85．7％ 8．6％ 5．7％ 100．0％
卸売・小売業（n＝41） 75．6％ 17．1％ 7．3％ 100．0％
宿泊業・飲食業（n＝12） 83．3％ 16．7％ ．0％ 100．0％
??????????
医療・福祉（n＝26） 80．8％ 15．4％ 3．8％ 100．0％
情報通信業、運輸業、郵便業（n＝9） 88．9％ ．0％ 11．1％ 100．0％
金融業、保険業、不動産業、物品業（n＝6） 100．0％ ．0％ ．0％ 100．0％
生活関連サービス、娯楽業、複合サービス業
in＝8）
87．5％ ．0％ 12．5％ 100．0％
学術研究、専門・技術サービス、サービス業
in＝37）
81．1％ 5．4％ 13．5％ 100．0％
その他（n＝16） 62．5％ 37．5％ ，0％ 100．0％
全体（n＝54） 77．8％ 13．0％ 9．3％ 100．0％
　卿縛S2 卿卿口rV 騨噂口@　　5 54




卸売・小売業（図） 75．0％ 25．0％ ．0％
?????
紳　　　3 1 噂　　0 4
宿泊業・飲食業（n＝2） 100．0％ ．0％ ．0％ 100．0％
2 0 0 2
医療・福祉（n＝9） 77．8％ 22．2％ ．0％ 100．0％
7 2 囲噂卿@　0 9
情報通信業、運輸業、郵便業（n＝4） 100．0％ ．0％ ．0％ 100．0％
4 0 0 4
金融業、保険業、不動産業、物品業（n＝3） 1αα0％ ．0％ ．0％ 100．0％
3 0 脚　　0 3
66．7％ ．0％ 33．3％ 100．0％生活関連サービス、娯楽業、複合サービス業
in＝3） 2 0 　　rP r　　　3




その他（n＝4） 50．0％ 50．0％ ．0％
???????








69．4％ 23．5％ 7．1％ 1α甑0％
全体（n＝510） 354 120 36 510
50．0％ 50．0％ ，0％ 100．0％
女性社員はいない（眺）（n＝2） 1 1 0 2
56．5％ 37．7％ 5．8％ 100．0％
10％未満（n＝69） 39 26 4 69
64．0％ 28．9％ 7．0％ 100．0％
??????????
10％以上20％未満（n＝114） 73 33 8 114
73．3％ 20．0％ 6．7％ 100．0％
20％以上30％未満（rF90）
66． 18 6 90
71．3％ 21．8％ 6．9％ 10α0％
30％以上50％未満（n＝101） 72 22 7 101




80．6％ 12．9％ 6．5％ 100．0％
全体（n＝186） 150 24 12 186
50．0％ 50．0％ ．0％ 100．0％
女性社員はいない（侃）（n＝2） 1 1 0 2
89．5％ 10．5％ ．0％ 100．0％
10％未満（n＝19） 17 2 0 19
70．3％ 16．2％ 13．5％ 1α甑0％
??????????
10％以上20％朱満（n＝37） 26 6 5 37
89．7％ 6．9％ 3．4％ 1α翫0％
20％以上30％未満（n＝29） 26 2 1 29
78．9％ 15．8％ 5．3％ 100．0％
30％以上50％朱満（n＝38） 30 6 2 38
82．0％ 11．5％ 6．6％ 100．0％
50％以上（n＝61） 50 7 4
?
76．0％ 14．0％ 10．0％ 100．0％
全体（n＝50） 38 7 5 50
100．0％ ．0％ ．0％ 100．0％
10％未満（周） 3 0 0 3
75．0％ ．0％ 25．0％ 100．0％
10％以上20％未満（n＝8） 6 0 2 8
?ー???????????
85．7％ 14．3％ ．0％ 100．0％
2（跳以上30％未満（n＝7） 6 1 0 7
70．6％ 17．6％ 11．8％ 1∞．0％
30％以上50％未満（rド17） 12 3 2 17
73．3％ 2α0％ 6．7％ 100．0％


































































































































一時的な短時闇正社員 ％ 92，8覧 92．4帖 63．0艶 57，7覧 74．7栃 57．5鮨 84，8瓢
n 552 552 549 549 554 550 554
恒常的な短時間正社員 ％ 93．3栃 go．7艶 58．8艶 55．4覧 72．5覧 57．8垢 76．8瓢
n 193 194 194 193 193 192 194
パートタイマー短時間正社員 ％ 94．3覧 92．5飴 52．8弘 58．5暢 77，4弘 60．4覧 71．7鮨
n 53 53 53 53 53 53 53
未導入企集 ％ 89．2偽 87，1覧 50．4覧 37．0艶 61．9覧 44．9艶 76．0、

















一時的な短時間正社員 ％ 91．8覧 50．5暢 78．7鮨 52．8帖 62．2覧 50．0弘
n 552 549 553 553 550 546
恒常的な短時間正社員 ％ 85．5鮨 48．4艶 736暢 47．7帖 61．3鮨 46，0飴
n 193 192 193 193 191 187
パートタイマー短時間正社員 ％ 94，3艶 56．6覧 69．85 47．2魑 69．8鷲 41．2、
n 53 53 53 53 53 53
未導入企巣 ％ 89，1覧 44．2腸 63．9覧 33，3覧 58，8鮨 41．6暢






























































⑩長時間労働を抑制すること ，204 ．343 ．285
























































































































































































































































































































































































i運用含む） n 　　　　圃T3 卿　53 53
34．8％ 95．8％ 35．6％
































































n 1 4 りrr@　　2宿泊業・飲食業（n＝2） ? 50．0％ 100．0％ ．0％









n 2 榑”@　4 0金融業、保険業、不動産業、物 ? 66．7％ 100．0％ 33．3％
















n 4 4 2
全従業員規模 ? 60．0％ 100．0％ 45．0％99人以下（n＝20） r　n 　　”””P2 卿””@　　　20 　　幡噂噂卿X? 45．5％ 100．0％ 36．4％
100人～999人（n＝22）
n 隔脾P0 　””Q2 　rW?
100．0％ 100．0％ 60．0％





n 10 　　　　rP3 4?
46．7％ 100．0％ 46．7％
20％～6096未満（n＝15）
n 　　口口”V @　　15 ????
52．6％ 100．0％ 47．4％
6096以上（n＝19）





gはいない（n＝21） ，r 9 ”　　21 10?
73．7％ 100．0％ 31．6％
5096以下（n＝19）
n 14 19 6?
57．1％ 100．0％ 28．6％
50％以上（n＝7）
n 4 7 　，PQ
正社員と仕事の8割以上が同じ
pートはいない（n＝16）
艶． 　43．8％卿騨 100．0％　　　　　” 43．8％　　　　噌仕事内容や責任の
W割以上が正社員
ﾆ同じパートの割
n 7 縛口@　16 7?
64．0％ 100．0％ 32．0％
50％以下（n＝25） ”卿”噂@n 脚　　　16 縛卿@25 8? ?．???
100．0％　　　　　” 50．0％
5096以上（n＝6）




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































愉軽踊●震．竃輸●・嚴桑　　　．o馴 、150 愉臓逼鱈鍵．翼鱈璽・5便叢 、070　　．150 瞬鯉適鱈職．遭輸鶏・露便鍍　　　．014　　．畳50 僑鋸逼6纂。遷曽璽・5艮蹴　　　一、035 ．153 愉価■億象．遭簾霞・6展績 0翻　　　　750 僑膿適儒璽．竃翰嬢・卿蟹嬢　　　，27 149 鯖燗樋雪璽．電曽璽・6便璽 ．097 、凶






































：その●　　　　　　　　　　　．020 ，131 そo値 ．Il2　　．1凶 その値　　　　　　　　　　　　　．114　　　、電” そ鱒　　　　　　　．曜1 ．131 その曲 ．072　　　量；1 その亀　　　　　　　　　　　087 、1；1 その亀 ．058 ．130
【全磁璽翼鼓｝30人脚99人　　　　　．107 ，lo● 陰鍵濃員救】31人「弱人 ．四7　　．fO9 【金僕粟貞蝕】30人「陶人　　　　　．電掴　　　、110 【窒貴鍵賃験】30人■99人　　　　　．胆5 110 【愈震濃艮剛30人髄人 ．α隔　　　、欄 【全霊象員敷，30人騨99人　　　　　、o脇 ．111 ：金鍵亀員m謹oパ99λ 蜘 ．Io9
【企艦霞員蝕】，oo人「299人　　　　．230 ．lo5 【愈便象員則陶バ2麗人 、2鵠　　．105 ●●．【愈健象員験】100入「211人　　　　，243　　　、106鱒 【皇雛象員敷】100人・299人　　　　2弱 105　　鵬【愈償象員翻100人「29駄 ，2z2　　、順 寧●　【金儒象員鼓】100人圏299人　　　　．178．11望　　　●● 【愈償粟員顕】looパ加人 ．203 ，1㏄　　　　●1
【全繊寮員敷】300人・999人　　　　．3蔦 ．r12　　●脚腰農璽員顧1311パ999人、襯　　　」12 ●噸曝　【皇賞鍵員鼓｝300人「論9人　　　　．315　　　，113幽 【金礎霞員験1300人・991人　　　　．迎 ．113　　　騨●｛全綴集員剛3噛o人「999人 、3鵠　　　，u2 轍「【愈償象員敷130n人顧999人　　　．　3穐 ．ll2 1全橘議艮鋤300λ噂揃入 ．399 ．川　　　　鱒
【窒馨霞員朗響000人・碑99人　　　．569，130　　　●齢詮鍵鍵員蜘1㎝｝パ棚人 、●巨7　　、，齢 鱒●：【金鍵象員壁】蝋勘人．紛99人　　　．5載　　　．1訓 ㈲ 【盒鍵象員数】1似勘人甲4脚9人　　　．5” ．「31　　　●韓 【蝕膜員瑚100臥コ鰯　人 ．547　　．膵29 鯛陣　【金礎雄員綾】1㏄o人曜岬99人　　　．5轟o 、129 【金賞鍵員剛1㎝人塵梱9人 ．詔7 ．憎　　　帥●
【全磁簾員臓コ面oj人朕上　　　　　．3隅 ，⑳3　　帽 ご窒顧鯨】鋤人血 　　　．「C854　　．203．r－吹E【盒轍璽員融1図噸0人臣上　　　　　．906　　　、207㈲ 【盈礎霞亘敷】5㎝人以上　　　　　、6鱒 ．206　　　8寧●【霊礎露員麟舗oo人以上 ．鱒　　　2昭 崩　【全媛雲員敷1蜘人ロ上　　　　　　㎜ N3 【全穫塾員瑚㎜入甑上 脆ら ．20亀　　●鵯
晦歓縄比皐10鴨乗璃　　　　一．：【7 ，1麗 雲魅正社員比馴0覧豪璃 一．o麗　　．隅 1女圓颯比串1断傘滴　　　「111　．196・．一 ＿＿到 ．lo7 汝憧差社員地翻o覧乗満 rl叙　　　．隅 ’衣牲正社員比準10り6豪潟　　　・．139、1馴 女性正麺員比馴0嫌濱 ▼21i ．197
女腫正歓員比串1儲以上囚嘔豪満・　一．o咽曝 ，Igo 刻恢教員珍馴o隙上筋素満 一，091　　189 玄憧径社員比廓葺侃以よ㎜　　一．061　　　．1go 女魅正社員比串1㎜満　　一．069 ．1兜 女蝕旺社員匙事嘱隊上四陳満 一．0巧　　．187 　　　　　　iｺ性正杜員比串lo隙上瓢豪溺』－04r 1唖1 玄鯉運社員民劇硫以上η陳満 、023 ．匹go
畑社員比箪劉瓢腿上30珠渦　　一．074 ，192 雄甜員幽よ鋤睡璃 一．繭　　、1go 畑E祉員比寧20蝋上30覧豪膚　　一、041　　．鵬 熾社貞比寧2儀肚㎝昧璃’@016．隅 朗匪祉艮比鄭以よ30瞭満 曹．073　　　隅 女煙』…社員箆電釦嘔以上3硫豪溺「P　螂 ．15〔 窟艇祉員比皐瓢u上瓢豪珊 一．凶 ．暫92
玄牲正社員㎜上㎜　　　、018 ．185 禽腫正姓員此箪：ζ臓上5倦泉満 ．637　　．！87 』刻蛭甑比串瓢胤よll殊澗｝一、033　．lgo 雄正社員比㎜上5煽豪湊　　　．llo 　　　脚P90 玄惟正社員比皐瓢B吐5磯乗瀦 一，OI2　　　1肪 宜性疋靴員比寧30瓢以よ騰豪鶉　　一．023 ，187 蜜性正杜貞比寧30覧以上50殊満 ．088 ．189
雄正禄員比寧5隔ロ」：　　　　一．Il8 　　　「1D192 玄戯顧幽職よ 一．030　　．191 ’宜性筐杜員比串505以よ　　　　　　一．030　　．雪93 雄正勧員漁以上　　　一㈱ 1田 女腔疋杜員比鄭以上 ・．077　　、15： 女性疋杜員比寧5059【上　　　　　一、oη C事ll 女艇教員比鄭脳よ 、039 ．四2
’蓬纏員宰均零語‘勇蜘　　　　　　　　　　　騨．015一1 　　　rDoo5　　　鱒正槻鞘穎傷働 」L「「@一，016　　．0051「「 U」・主欲員軍角犀齢疋勇憧｝　　　　　　・．O臨3　　　．005 一 理杜員軍均毒齢‘勇穫11　　　　　－．』o協 ．oo5　　樽　　　」LLｳ録員畢均輸傷健ジ 一．014　　　605 鱒1ｳ裡員単均葦0●【甥性｝　　　　‘1　－．Ol9 ．〔【5　　　鴨8定棚軍騨鰍舅働 魎，015 ．oo5　　綿●
労働o倉｛有写1，　　　　　　　　．2齢 、0脳　　　韓9男働魍舎儒旨1｝ ．凶8　　．0幽 紳●’ ｭ働鋼禽（有21，　　　　　　　．3認　　　．034 男働口含｛有＝1）　　　　　　　．2諮 、o餉　　　纏願侮顧鳳倉儒・鷲 ．2巳魯　　　．Ol↓ ●鵯釧隔亀含（嘱唱｝　　　　　　　　．即 ．llる　　輪亀働働縄奮〔寳＝、） 、掛 ，o嚇　　　榊
竃敷層　　　　　　　　　　一．6軍5 ．”2　　　鱒定欺扇 一．5η　　．2田 帥定鼠環　　　　　　　　　　　　　一，587　　　285 　．闌ｱ項　　　　　　　　　　　・．棚 ．πo　　　崩定欺寝 一、5お　　　．276 　　　　　　　　　　　　　　　｝吹ﾟ膜ｱ項　　　　　　　　　　一478 ．η5　　　専尋2敷唄 一，5B5 ．286　　縛●
・働　　　　　　　　　　　　　2m1 n 2霊07 n　　　　　　　　　　　　　　29鴎 n　　　　　　　　　　　　　⑳93 ? 2101 n　　　　　　　　　　　　石2096 ? 2盲03




推定薗 鱈箪隅蓬 鱈定o　曝串誤墓 権窟儘　　準臨墓 捨定鯛 露類饒差 権廻艘　標準風整 播定値 露串誤蟄
O聖務の瑚皐化を髄すること　　．070 ．川 ⑨繭瓢O曇譲患撹違する二と ．022　　．0糾　　　： （）艮繭旧翻謄働を掬胴すること　　　　　．138　　　　、0翼 伽鱈鵜の取爵を健遣するこ　　　　　．217 ，0弱　　　●鵯⑫正杜員以外の礎震員の邑力化 一，0ね　　　067 ◎正勧員と正社員駁鱒の雛濃員　・　．025 ．o関
働廃・小憂象　　　　　　　　　一．m4 ．㊦9嬉 伽9廃・小毫象 ．oo4　　　．099 ：脚売・小憂鍵　　　　　　　　．018　　．㈲ の売・小死粟　　　　　　　　　　．0認 ．029 飼兜・小売寮 ．035　　　119 鍾亮・小亮票　　　　　　　　　：　、oo1 ．oぴ9
富漣嬢・飲食醸　　　　　　　　　一．186 ．■57 富諭象・飲禽象 一．τ脳　　．158 富諭桑・飲倉璽　　　　　　　　　一187　　．118 霜尉粟・歓食象　　　　　　　　　馬167 ．重68 富9察・飲食璽 一．■舗　　．r70 富漉鍍・畝窪璽　　　　　　　　　・，2〔1 ．159
匿霞・福量　　　　　　　　　．224 ．143　　　　尋匿農・福雛 ．230　　．■蔚 6庵藤・1纏種’　一　　　　　．勘　　．旧 ?緊飯唱種　　　　　　　　．加 ．143　　　”匿曝・雛幽 　　　隔、D勾o　　　．1“ 1・…敵・臆　　　　　　霊「「「「．お■ ，143　　　　‘
情顧医電象；亀轍鳳1・蝋露』　』αめ ．150 煉髄鰍．運輸集・“鵬 ．監05　：　．t5◎ 籍臓蹴察．遜輸察・1B侵象　　、o鴇　　1駐 惰幅甑、鞘象・雛象』　』搬 、151 愉髄醸、調幽桑・醜虫 　　　．．D㎝　　　．盲ll ’㎜纐．置醸・「雛寮　，’．「．034 、150
鱒・像陵鍍、不賦璽・甑：一．ll7 ．200 重融・傑験象．不剛藍秦・物昌 一．019　　．垂99 ‘盒融・倶験粟．不踏崖象・物昌　　胤022　　．200 愈馳・像験象．不願崖霞・物品　　．07■ 、198 重腫・爆験粟．不鱒塵票・鞠島 一．0α3　　．2自0 ：Ω融・鱒嵐不鵜躍・物昌i．。15 ．1曾9
．畠
ﾇ活臼遷サービスし嬢廉鍍亀痩　　　．o鴻 ，1馴 邑生活図遼サービス、嬬藁票、櫨 ．150　　、18ら
昌価ｶ活圓遭サービス．鼠榮象．複　　．141　　．！脇
■」





，ら　■，　　脚o岡偏』学鮨編鳳噂門・嫉緬サーピ　　　、068　　．黒03 邑　　P，　　　噛，一　昌t概硬鳴．簿H・枝甑サービ　　　．Q42 ．鳥鳴 A一．．　　r●一昌w噺礪曳、噂円・銭礪サービ 、oη　　　、鵬
6　．脚　　・，囎亀　　　　　　　　　　　　　　　「
jS礪窺．専【・強縣サービ　　　　．働 ．鴨3
その蝕　　　　　　　　　　　．010 、1きo その億 ．㎝　　　．131 「その曲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」51　　　　　．1均 その亀　　　　　　　　　　　．1聰8 ，伽 その値 ，091　　」30 その薗　　　　　　　　　　　．盲06 ，130
【愈礎鍵員数｝30人「99人　　　　　．058 、109 【盒償桑員数】30人「99人 ．080　　．110 【愈礎寮員臓】30人■99人　　　　　．o鳴　　　　．　lo9 【金鍵震員象｝釦人層曾9人　　　　　、080 ．■09 1愈撹粟員剛訪人’99人 ．偽5　　　、109 1全鍵粟員数コ30人鱒99人　　　　　．095．110
【全礎霞員蝕】100人層299人　　　　　185 ．Io4　　　脚【全鍵璽員鋤100パ299人 ．191　　．！05 鱒　【愈促象員敷】100人「～99人　　　　．212　　　．薯05 ” 【金従票員欧1！00人卿299人　　　　．233．104　　　“【愈鍵霞員鮒roo人’四9人 ．1筋　　　．鵬 韓【愈便象員激1lll人卿2弱人　　　．2蔦 ．105　　　”
【全撹璽員娘】初人噛999人　　　　、358 ，112　　　崩【全便鍍員醐300人嘗1！駄 ，411　　　．112 鱒　【童僕塁員敷｝鰍｝人馬999人　　　　．論0　　　112 一 【含梶鍍員撒コ300人徊99●人　　　　、272．「13　　　躰● 【£従薦員翻訓Pバ9Ω9人 ．銘7　　　112 劇障　‘全綴鍵員敷】300人「酋o人　　　　．391 ，1「3　　　緯嘔
：全復象員敷，1000人殉4999人　　　．572．12身　　参●● 【全礎粟員欄10①0パ4999人，5略　　　．■30 鱒●　【全臓粛員敷】100o人塵4999人　　　，5嶋　　　．1：口 【愈償票員娘110喝0人璽欄人　　　，557 ．伽　　　鱒 詮僕霞員鋤1000パ柵駄 ．5騎　　　．1鋤 榊． y食従象員徽】1㎜人柳6999人　　　，5網 ．130　　鱒●
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定賑項　　　　　　　　　　　一1476 ．402 嗣 定融項　　　　　　　　　　　　一1．櫛 酬 榊 定蝕項 一1．38： ．3麗　　●●●定臓項 一辱．4踊　　　　認4　帥●定敷凋 ，重397　　　鴻2　●●●定敢頃　　　　　　　　　　　　　一，328　　　．3掬榊 2敷嘱　　　　　　　　　　　　　一1，220 ，384 崩
臨　　　　　　　　　　　　　　　　20審3 ”　　　　　　　　　　　　　　　　　20緬 n 2㎎3 n 知80　　　　　　　　　” 2039　　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　　　　　　2職 n　　　　　　　　　　　　　　　　　　20G1
ノ　　　　　　　　　　　　　　　卸η・”
?
lP97巴3 π2 1982醐　　　　　　　　　　πz ⑳17“　　　　　　π1　　　　　　　　　㎜・74
殖竃憧 椰準　纏 権窒値 耀箪属弩 罐定値 楓箪誤憂 捲定o　　蟹箪餓墨 幟定彊　　鱈箪誤整 組定塵　儒箪臨豊















































































































































































定弦1　　　　　　　　　　　　　－1．Io ，3巳5 爾 定堕覇　　　　　　　　　　　　　一1 381 嚇 定蝕鷹 gB　337 ．379　●●嘩定歌項 一1鵠7　　　3朝　　憎定蟹項 一5．263　　　，3哩1　●韓窟敷項　　　　　　　　　　　　　一1373 榊
腫　　　　　　　　　　　　　　　20調 轟　　　　　　　　　　　　　　　2016 n 2031 n 21：5　　　　　　　　n ㎜ n　　　　　　　　　　　　　　　20，7

































































































































































































































































































































































































育児勤務A 育児勤務B 育児勤務C 育児勤務D 育児勤務E

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































R9° p1ag 75．3 156 5．5 86．7 42 1．5i857
非取組み先進企業
i制度あり＋利用者なし） 128 4．6 247 24 ．9 1　13．3 7 　　巴E2i1峨3
合計 518 18．4 100．0 180 α4i　loαo 49 1，7　　　100．0
制度なし 224417981　一2615 93．O　l　　一 2756 98．0　　　一
無回答 　　　　　　1Sg　i　1．7　　ζ 一 16 ，6 一 6 ．2 一
















































取組み先進企業（面90） 74．6％ 47．7％ 15．1％ 3．3％ 5．6％ 12．6％
非取組み先進企業（n＝128） 57．8％ 37．5％ 14．1％ 5．5％ 6．3％ 21．1％
恒常的な短時間正
ﾐ員
取組み先進企業（n＝156） 62．2％ 33．3％ 28．8％ 9．0％ 1．9％ 20．5％
非取組み先進企業（n＝24） 62．5％ 45．8％ 25．0％ 4．2％ ．0％ 29．2％
パートタイマー短
條ﾔ正社員




非取組み先進企業（炉7） 85．7％ 85．7％ 28．6％ ．0％ ．0％ 28．6％














































































































































































































44．6％ 15．4％ 243％ 13．3％ 2．3％ 100．0％ 84．3％
員間的@正な非取組み先進企ﾆ（n＝106）
?
44．3％ 15．1％ 20．8％ 16．0％ 3．8％ 100．0％ 80．2％
短恒 取組み先進企業in＝141）
?
29．1％ 15．6％ 25．5％ 14．9％ 14．9％ 100．0％ 70．2％
社時常?ﾔ的@正な非取組み先進企ﾆ（n＝19）
?









　マパｳll n 7 9 14 4 3 37 30社短ト?档^@間イ非取組み先進企ﾆ（n＝6）
?
33．3％ ．0％ 16．7％ 33．3％ 16．7％ 100．0％ 5α0％
























































21．9％ 24．2％ 11．7％ 3．1％ 22．7％ 16．4％100．0％ 57．8％
取組み先進企業
@（n＝156） 28．2％









4．8％卿縛 4．8％ 23．8％ 7．1％ 100．0％64．4％





・軽 　28．6％”輔 ．0％ 100．0％　　”“ 71．5％






























80．4％ 86．6％ 86．3％97．0％ 71．3％46．5％ 81．0％ 89．1％80．2％ 96．1％




82．8％ 85．7％ 84．2％ 98．1％ 68．6％49．4％ 79．3％ 90．7％ 82．2％ 91．1％
n
??




39．5％ 74．4％ 74．8％93．5％ 75．8％33．0％ 57．9％ 67．2％ 421％7Z4％





47．1％ 70．6％ 62．5％94．4％　” 61」％　　「 20．0％ 58．8％ 77．8％44．4％
?．????




56．3％ 68．8％ 72．7％943％ 74．2％ 25．0％ 48．1％ 70．4％ 53．8％　　卿 90．0％








50．0％ 50．0％ 33．3％　輔” 83．3％
































一時的な短時間正社員 取組み先進企業（rF377） 70．8％ 29．2％ 100．0％
非取組み先進企業（n＝109） 68．8％ 31．2％ 100．0％
恒常的な短時間正社員 取組み先進企業（n＝147） 63．3％ 36．7％ 100．0％
非取組み先進企業（rF22） 40．9％ 59．1％ 100．0％
パートタイマー短時間正社員 取組み先進企業（n＝39） 64．1％ 35．9％ 100．0％
　　　縛Q5 　　”P4 39













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7．7％ 9．6％ 100．0％ 57．7％　”軸
n サ”「@　14 16 13 　　　”S 5 52 卿　30
なし ％ 25．6％　　　” 29．8％　　　　”　　16．4％”卿の 19．1％ 9．0％ 100．0％ 55．4％

















なし（n＝2359） ％ 17．4％ 26コ％ 21．5％ 23．9％ 11．1％ 100．0％ 43．5％

























n 　　　ド卿S2 卿魅@　　　42 42
平均値 6．78 8．71 4．07
制度なし（n＝1732）




















32．7％ 42．3％ 7．7％ 5．8％ 100．0％ 44．2％　嚇
n 　再騨U ”　　　17 「? 　卿S 3 52 23
なし（nニ942） ％ 11．o％ 29．3％ 36．1％ 17．6％ 5．9％ 100．0％ 40．3％　　縛






















平均値 　「@　　　6，07”r” 6．78 3．87　　　　　”
制度利用実績あり（n＝32） ?
32 　　rR2 ドpr圃@　　　32





















12．5％ 32．5％ 40．0％ 10．0％ 5．0％ 100．0％
?．???




16．7％ 33．3％ 33．3％ ．0％ 16．7％ 100．0％ 50．0％


























平均値 5．10 5．03 3．81
n 19 卿卿噂“P9 騨”@　　　　18
フルタイム正社員と別基準
in＝20）
平均値　　　　隣 6．07 7．16 3．99




















13．6％ 40．9％ 40．9％ 4．5％ ．0％ 100．0％ 54．5％
n 3 　　　rX 9 1 　”顧O 22 12
フルタイム正社員と別基
?in＝22）
％ 9．1％ 22．7％ 40．9％ 13．6％ 13．6％ 100．0％ 31．8％
n 2 5 ”【”@　9
画　騨

























平均値 4．05 5．25 3．23フルタイム正社員と同等～8割
x（n＝9） ”騨騨@n rρP0 卿軸@10 　　卿X
平均値 5．48 6．40 3．74























35．5％ 41．9％ 9．7％ ．0％ 100．0％ 48．4％
n 4 　　臼
? 縛脚縛脚脚@13 3 0 ? 15
7割以下（n＝4） ％ 9．1％ 27．3％ 36．4％ 9．1％ 18．2％ 100．0％ 36．4％
n 1





























平均値 5．00 5．41 4．01



































目標管理していない（n＝5） ％ 7．1％ 28．6％ 28．6％ 21．4％ 143％ 100．0％ 35．7％?

















































6．9％ 345％ 48．3％ 6．9％ 3．4％ 100．0％ 41．4％




20．0％ 20．0％ 33．3％ 13．3％ 13．3％ 100．0％ 40，（跳




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































係数 標準誤差 係数 標準誤差
目標管理の実施（＝1）
（法定以上の）育児休業制度（有＝1）
労働組合（有＝1）
建設業
製造業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業
運輸業、郵便業
金融業、保険業
不動産業、物品賃貸業
学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業、飲食サービス業
生活関連サービス、娯楽業
教育、学習支援業
医療・福祉
複合サービス業
サービス業
その他
29人以下
100～299人以下
300～999人以下
1000以上
定数
??????????????????????????」????
3
?? ??? ????????????????????????｝????
??????????
?
????
???
???
?
?????》?? 」ー
??????????????????」
　　一〇．098
　　　0．136
　　　4．655
（dropped）
　　　3．252
（dropped）
　　－2．843
　　－1．039
　　　1．344
　　－1．618
　　　1．070
　　－3．746
　　－0．968
　　　0．445
　　－2．066
　　－2．183
　　－0．614
　　　1．233
　　－0．776
　　　0．003
　　－0．521
　　　0．693
　　　8．428
0．940
1．073
1」10＊＊＊
1．327＊＊
2．547
2．935
5．411
3．576
3，615
2．032＊
2．372
3．577
1．429
2．926
1．348
1．825
1．189
1．095
1．407
2．359
1．344＊＊＊
n
自由度修正済みのR2
　382
0，3643
　142
0．0586
194
補録図表7－18　短時間正社員に対する目標管理制度の適用が
　　　　　2年前と比較した労働生産性に与える効果
目的変数＝
2年前と比較したの労働生産性
（1）式：一時的な短時間正社員制
　　　　　度有
係数　　　　標準誤差
（2）式：恒常的な短時間正社員制
　　　　　度有
係数 標準誤差
目標管理の実施（＝1）
（法定以上の）育児休業制度（有＝1）
労働組合（有＝1）
建設業
製造業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業
運輸業、郵便業
金融業、保険業
不動産業、物品賃貸業
学術観究、専門・技術サービス業
宿泊業、飲食サービス業
生活関連サービス、娯楽業
教育、学習支援業
医療・福祉
複合サービス業
サービス業
その他
29人以下
100～299人以下
300～999人以下
1000以上
?????
???????
???
??
????
O．1519
0．1244＊＊
0．1351＊＊＊
0．4198
0．1714
0．4857
0．3055
0．3326＊＊
0．3974
0．4855
0．7957
0．3224
0．5064
1．0559
0．2150
0．4952
0」846
0．2968
0．2483
0．1705＊
0．1812
0．2118
0．397
0．749
－－n．631
一〇．109
一〇．464
－1．012
－OA74
－0．430
1．218
－1．065
－0．232
－0．306
－O．245
－0，088
－O．217
0，357
－0．499
0．39フ
0．118
0．024
0．220＊
O．251＊＊＊
O．259＊＊
0．297
0．635
0．650
1．201
0．790
0．854
0．466＊＊
0．534
0．797
0．336
0．647
0．301
0．429
0．273＊
0．249
0。333
0．528
n
尤度比検定
疑似決定係数
　　　356
－499．89551
　　0．0308
　　　136
－174．25884
　　0．0997
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補録図表7－19　仕事内容や責任の変更が女正社員の平均勤続年数に与える効果
　　　　　　　　　　　　　　　　（1）式：一時的な短時間正社員
目的変数＝女性正社員の平均勤続年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制度有?
　　　　　　　　　　　　　　　　係数　　標準誤差
（2）式：恒常的な短時間正社員
　　　　制度有
係数 標準誤差
仕事の内容や責任の変更（変更した＝1）
（法定以上の）育児休業制度（有二1）
労働組合（有二1）
建設業
製造業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業
運輸業、郵便業
金融業、保険業
不動産業、物品賃貸業
学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業、飲食サービス業
生活関連サービス、娯楽業
教育、学習支援業
医療・福祉
複合サービス業
サービス業
その他
29人以下
100～299人以下
300～999人以下
1000以上
定数
?????????? ????????
?「???????????
??????????????
?????????????????????????????????????????????????????
???????
??????
?
　　　0．181
　　　0．084
　　　3．114
（dropped）
　　　4．704
（dropped）
　　－0．386
　　　2．274
　　　0．138
　　－0．139
　　－1．306
　　－1．151
　　　0．323
　　－1．177
　　　0．141
　　－0。701
　　　0．981
　　　1．314
　　　0．285
　　　0．465
　　　0．007
　　　1．100
　　　5．264
0．921
1．058
1．128＊＊＊
1．326＊＊＊
2．576
2．973
5．526
3．588
3．669
1．942
2．384
2．971
1．436
2．969
1．378
1．863
1」92
1．087
1．370
2．394
1．230＊＊＊
n
自由度修正済みのR2
　402
0，1944
　147
0．0739
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補録図表7－20仕事内容や責任の変更が女正社員の平均勤続年数2年前と比較した労働
　　　　　　　　　生産性に与える効果
　　　　　　　　　　　　　　　（1）式：一時的な短時間正社員制
目的変数＝正社員全休の平均勧続
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度有年数
　　　　　　　　　　　　　　　係数　　標準誤差
（2）式：恒常的な短時間正社員制
　　　　　度有
係数 標準誤差
仕事の内容や責任の変更（＝1）
（法定以上の）育児休業制度（有＝1）
労働組合（有＝1）
建設業
製造業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業
運輸業、郵便業
金融業、保険業
不動産業、物品賃貸業
学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業、飲食サービス業
生活関連サービス、娯楽業
教育、学習支援業
医療・福祉
複合サービス業
サービス業
その他
29人以下
100－・299人以下
300～999人以下
1000以上
定数
??????一
????????「
????【????????
??????????ー（一
?????????????????????????
?
??
??????????
??????
????????
? ?
????
???
?
??
?
　　　0．986
　　　0．482
　　　4．153
（dropped）
　　　3．429
（dropped）
　　－3．376
　　－0．608
　　　2」33
　　－1．085
　　　1．353
　　－2．834
　　－0．666
　　－1．632
　　－1．887
　　－2．028
　　－0．346
　　　1．205
　　－0．817
　　　0．086
　　－1．180
　　　0．516
　　　7．874
0．902
1．036
1．104＊＊＊
1．299＊＊＊
2．523
2．911
5．410
3．513
3．592
1．901
2．334
2．908
1．406
2．907
1．349
1．824
1A67
1，064
1．342
2．344
1．205＊＊＊
n
自由度修正済みのR2
　402
0．3486
　147
0．1856
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補録図表7－21　仕事内容や責任の変更が2年前と比較した労働生産性に与える効果
　　　　　　　　　　　　　　　（1）式：一時的な短時間正社員制
目的変数＝2年前と比較したの労
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度有
働生産性
　　　　　　　　　　　　　　　係数　　　　標準誤差
（2）式：恒常的な短時間正社員
　　　　制度有
係数 標準誤差
仕事の内容や責任の変更（＝1）
（法定以上の）育児休業制度（有＝1）
労働組合（有＝1）
建設業
製造業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業
運輸業、郵便業
金融業、保険業
不動産業、物品賃貸業
学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業、飲食サービス業
生活関連サービス、娯楽業
教育、学習支援業
医療・福祉
複合サービス業
サービス業
その他
29人以下
100～299人以下
300～999人以下
1000以上
。」
????????????????????????????????????????????
0．1234
0．1202＊＊
0．1302＊＊
0．4203
0．1686
0．4838
0．2953
0．3161＊＊
0．3954
0．4849
0．7930
0．2921
0．5052
1．0582
0．2087
0．4154
0．1771
0．2958
0．2400
0．1632
0．1737
0。1996
一〇．298
0．598
－0．566
一〇．059
?????
??
????????
0．204
0．239＊＊
0．258＊＊
O．292
0．624
0．647
1．208
0，780
0．855
0．433＊
0．527
0．667
0．328
0．643
0．302
0，430
0．267＊
0．243＊
O．319
0．527
n
尤度比検定
疑似決定係数
　　　376
－529．86136
　　0．0254
　　　141
－184．38191
　　0．0857
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第8章　総括と結論
　本稿における「短時間正社員」とは、「フルタイム正社員と比較して、その所定労働時間
が短い正社員であり、期間の定めのない雇用契約が締結された者」である。
　「短時間正社員」は、これまでは育児や介護が必要な正社員のための多様は働き方の一
つとして企業に取り入れられてきた。しかし、従業員の価値観やライフスタイルの変化に
伴い、企業は正社員だけでなく正社員以外の従業員を含めて彼ら／彼女らの「職業生活」、
「家庭生活」から「社会生活」や「自分生活」までも視野に入れながら組織の目標達成を
可能にする雇用管理システムを構築していかなければ、有能な人材を有効に活用できない
時代に置かれている。つまり、これまで企業は組織の「コア人材」を「フルタイム勤務の
正社員」とし、短時間勤務の労働者はその対象外としてきたが、今後は働き方に関わらず、
広く人材を活用する仕組みが必要であり、そのための雇用システムを構築する上で「短時
間正社員」は「鍵」となると考える。しかし、従来の研究は正社員の育児・介護のための
短時間勤務制度に関するものが主流であるうえ、短時間正社員制度が機能するための諸条
件について考察したものは存在しない。そこで本稿は、短時間正社員制度が機能するため
の要因と同制度の経営上の効果を検討してきた。本章では、第1章で提起した課題と関連
させつつ、これまでの分析結果を総括し、今後の研究課題を整理する。
8．1　本研究で明らかにしたいこと
　まず第1章では、本稿における短時間正社員の定義、短時間正社員のタイプおよび研究
課題を提示した。
　本稿における短時間正社員の定義は冒頭に記したとおりであるが、短時間正社員は「短
時間正社員になる前の雇用形態」と　「短時間正社員身分の継続期間」により　「一時的な短
時間正社員」、「恒常的な短時間正社員」、「パートタイマー短時間正社員」の3タイプにわ
けることができる。具体的には、「一時的な短時間正社員」はフルタイム勤務で働いていた
正社員が一時的または期間を定めて所定労働時間を短くするもの、「恒常的な短時間正社
員」はフルタイム勤務をしていた正社員が恒常的または期間を限定せずに、所定労働時間
を短くするものであり、この2つを「正社員として雇用されて短時間正社員になるルート
（正社員ルート）」の短時間正社員と位置付けることができる。一方、「パートタイマー短
時間正社員」は、正社員でない従業員を所定労働時間をフルタイム正社員より短く設定し
たままで正社員に登用するものであり、「正社員以外の従業員から短時間正社員になるルー
ト（パートタイマールート）」という点で上記の2つのタイプとは異なる。
　これらの短時間正社員制度が定着するためには、短時間正社員制度が機能するための人
事管理や職場マネジメントが必要であると同時に、短時間正社員制度の導入が各組織に対
してプラスの効果をもたらすことが不可欠である。そこで、本稿では、短時間正社員制度
が機能するための要因と経営上の効果を解明するため、以下のような4つの課題とそれに
対応する仮説を設定しルート別に検証することとした。
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課題1
課題2
課題3
課題4
企業が短時間正社員制度を導入する背景は何か
短時間正社員制度が機能する1職場マネジメントとは何か
短時間正社員制度が機能するには、どのような人事管理2が必要か
短時間正社員制度は、人材の定着など経営パフa－　一一マンスに効果をもたらして
いるのか
　課題1については、企業が正社員ルートの短時間正社員制度を導入する背景に関連して
「女性活用仮説」、「壮年期従業員離職防止仮説」、「多様なキャリア支援仮説」、「技術継承
仮説」の4つの仮説を設定した。また、パートタイマールートにっいては、「正社員以外の
従業員積極活用仮説」を設定した。
　課題2については、企業が「正社員」に求めることを短時間勤務で達成できるかが鍵で
あり、そのための職場マネジメントの「仕組み」を持っ企業（職場）で短時間正社員制度
が機能すると考えた。ただし、この「仕組み」は正社員と正社員以外の従業員では異なる
ためルート別に仮説を設定した。正社員ルートに対しては、①職場の生産性（職場要員の
モチベーション、業務効率性）の維持と②短時間正社員本人のキャリアロスと企業全体の
人材育成ロスへの対応がポイントになるとした。一方、パートタイマー一・・ルートに関しては、
フルタイム正社員への円滑なキャリアアップが可能なように、①短時間正社員の担当業務
の多様化（難易度の設定）と、②短時間正社員のキャリア志向や能力に応じた業務配分が
ポイントになるとした。
　課題3については、制度利用者のモチベーションや組織コミットメントを高く維持でき
る人事管理が整備される必要があり、それを可能にする人事管理を有する企業で短時間正
社員制度が機能すると考えた。具体的には、正社員ルートはフルタイム正社員と大きく変
わらないことがポイントになるが、パートタイマールートにっいては、パートタイマーを
フルタイム正社員に登用するための一段階として導入されるので、短時間正社員の人事管
理はフルタイム正社員への移行を円滑にさせるための、正社員と正社員以外の従業員の中
間形として形成されると仮定した。
　課題4については、短時間正社員制度の導入は、適切な職場マネジメントと人事管理が
組み合わされることによって、制度利用者のみならず、社員全体の継続就労意欲、労働意
欲および組織コミットメントなどの労務管理上のパフォーマンスを高め、それらを通じて
財務パフォ・…一・マンスを高めると考えた。
　本稿は、以上の研究課題を実証的に検証している。各章で明らかにした重要な結果を次
節で説明する。
1本稿では、”機能する”を①従業員が短時間正社員制度を利用しやすい職場環境が創造されていること、
②短時間正社員制度が導入されても職場の生産性が低下しないことの2点に該当することと定義した。
2ここでいう人事管理には、短時間正社員制度そのものに関わる人事管理と、同制度が機能するように
サポートする人事管理の両者を含んでいる。
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8．　2　本研究で明らかにしたこと
8．　2．1　なぜ短時間正社員が必要なのか
　第1章では、短時間正社員の必要性を労働供給側と労働需要側からそれぞれ明らかにし
た。
　労働供給側からあげる点としては3つある。第一に、女性が継続就労することに対する
意識や理解が男女ともに高まりつつある一方で、子どもを持つ女性の有業率は20年前より
低下しており、女性の継続就労が困難な状況は改善されていない。また、一度労働市場か
ら退出すると労働市場への再参入が難しいうえ、再参入できても働き方がパートタイマー
やアルバイトに集中し、労働意欲の高い人材が能力を発揮できる機会が制限されている点
があげられる。
　第二に、男性の就労に対する価値観やライフスタイルへの考え方の変化がある。内閣府
〔2008〕の調査によれば、仕事と仕事以外の生活の両立を希望する割合は年齢に関わらず
約5割から6割あるが、その1／2から1／3程度しか希望が実現できていない。この理想と
現実の乖離は従業員のモチベーションに影響する3ため、企業側は両者の溝を埋め、従業員
の一人一人が持てる能力、意欲を発揮させる仕組みを整備していく必要がある。これにつ
いて、渡辺〔2010〕は、これまでの人事管理は、「企業組織の目標達成」と「個人の欲求充
足」を同時に実現できる仕組みを構築しておけばよかったが、従業員の価値観が「職業生
活」、「家庭生活」にとどまらず、「社会生活」や「自分生活」にまで及んでいる現代におい
ては、これら4つの並立と充実によって動機づけられる「社会化した自己実現人」モデル
を前提に人事管理を構築していく必要があると指摘している。
　第三に、パートタイマーの質的基幹化が進む中で、その能力発揮の場が制限されている
点があげられる。職務内容が正社員と同じパートタイマーがいる事業所の割合が約5割、
さらに正社員と職務が同じであるパートがパート全体に占める割合が8割以上とする事業
所が26．7％あるうえ、勤続年数が5年を超える女性パートタイマーが6割以上いるにも関
わらず、正社員を希望するパートタイマーの割合は2割弱と少ない。その背景には、フル
タイム正社員の働き方が拘束的であることがあり、一律的な働き方が能力や意欲の高い人
材の能力発揮の場を制約しているといえる。
　一方、労働需要側からの必要性については、経済のグローバル化に伴って企業は賃金の
安い労働力を求める一方で、付加価値の高い財・サービスを短期間で提供する必要性から
「知的熟練」度の高い人材を確保し活用していくことが重要になっている。そうなると、
企業は組織の「コア人材」の対象を「フルタイム勤務の正社員」とし、短時間勤務の労働
者はその対象外としてきたが、今後は働き方に関わらず広く人材を活用していくことが不
可欠になる。
3原・佐藤〔2008〕参照
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8．2．2　わが国における短時間正社員の現状
　短時間正社員制度は、わが国ではこれまで主に育児・介護のための短時間勤務制度とし
て普及してきたが、今後は仕事と地域活動や自己啓発などとも両立を可能にする柔軟な働
き方の一っとして定着することが期待されている。しかし、短時間正社員に関する先行研
究は育児・介護の短時間勤務制度に関するものがほとんどである。わが国の短時間正社員
の現状を探るに当たり、本稿ではまず育児や介護の短時間正社員制度の先行研究をサーベ
イし、そこからわが国の短時間正社員制度の実態を把握することとした。
　第2章では、わが国における短時間正社員に関連する先行研究の成果にっいて整理した。
ただし、前述のとおり、そのほとんどが正社員が育児・介護のために短時間勤務するため
の制度に関するものであり、パートタイマールートからの短時間正社員に関する研究や本
稿の定義に即した短時間正社員に関する研究はほとんどない。これらの先行研究は、主に
①短時間正社員に対する従業員のニーズの有無とニーズを持つ従業員の属性、②企業の短
時間正社員に対する人事管理（賃金、評価、目標管理、能力開発など）の実態と課題、③
制度利用者の仕事内容と制度利用が業務運営に及ぼす影響、④制度導入の効果や課題に関
するものである。先行研究によって明らかにされた主な点は以下の通りである。
　第一に、短時間正社員に対するニーズは、労働者が正社員の場合、全般的に男性よりも
女性に多く、特に子どもが未就学の時期に顕著である。男性でも正社員同士のカップルの
場合にニーズが高く、家族の介護期のライフステージに当たる管理職で潜在的ニーズがあ
る。一方、パートタイマー等の正社員以外の従業員の場合は、フルタイム勤務の正社員へ
の登用を希望する者は少ないが、残業や転勤などがない短時間正社員であれば、リーダー
的役割にあるパートタイマーを中心にニーズは高まる。つまり、正社員以外の従業員から
の転換による短時間正社員の普及を図るには、転換に伴う働く時間や場所の拘束度の変化
を最小限に抑えることが必要であり、そのことによって企業は勤労意欲と能力のある正社
員以外の従業員を有効に活用できるといえる。
　第二に、短時間正社員の仕事については、フルタイム勤務時の仕事内容を継続したまま
で勤務時間に応じて仕事量を調整する企業が多かった。なお、一部の会社では短時間勤務
にあう職場や仕事内容に変更するケースがみられるが、制度利用者のモチベーションや組
織に対するコミットメントは大きく低下する。管理職は制度利用者の仕事と生活に関する
価値観やキャリアに対する希望を考慮したうえで、彼ら／彼女らのモチベーションを低下
させぬよう業務と仕事量を決める必要がある。さらに、仕事の内容や仕事の量がフルタイ
ム勤務時から変わるに伴い、処遇がどのように変わるかについても制度利用者へ説明し、
上司と部下の間で共通認識を持つことが重要である。
　第三に、企業は、短時間正社員が可能な職種と難しい職種があると考えている。先行研
究では、前者にっいては「事務職（定型的）」や「生産・技術職」が、後者っいては「管理
職」、「事務職（非定形的）」や「専門・技術職」があげられている。つまり、企業は専門性
の高い業務やマネジメント業務では短時間正社員の適用が難しいと考えていることが分か
る。しかし、管理職は介護問題に直面する世代であり、短時間正社員に対する潜在ニーズ
が大きい社員層である。
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　第四に、短時間正社員の人事管理にっいては、育児や介護のために短時間勤務となった
ケースの人事管理に関する研究がほとんどである。その場合の短時間正社員の賃金決定方
法、目標設定、評価基準、賞与の決定方法はフルタイム勤務時と同じルールを適用するケ
ースが主流である。しかし、先行研究では企業側が短時間正社員に対する人事管理ルール
を定めても現場の管理職にそれを徹底していないため、制度利用者のモチベーションが大
きく低下するという問題が広く存在していることも明らかにしている。特に、昇進や昇格
については、フルタイム勤務者と同等に扱うことへの社内抵抗が大きく、それとフルタイ
ム勤務者と変わらずに成果をあげているとする制度利用者の間には温度差があり、明確な
基準や考え方を社員や管理職が共通認識として持っておくことが制度の円滑な運営におい
て重要である。また、短時間正社員の業務をサポートする職場の同僚の貢献を評価時に考
慮することが制度運営の円滑化や制度の定着にとって重要であることも指摘されている。
　第五に、制度導入の効果にっいては、人材の確保と有効活用を通して人件費を抑制する
効果があるとする一方、職場における仕事管理の複雑化、制度利用者の人事処遇のあり方
の検討、および制度利用に対する管理職や職場同僚の理解不足が課題であることが明らか
にされている。
　以上の結果を基に、第3章では、わが国の短時間正社員制度の現状を、導入企業の特徴、
制度の適用事由、短時間正社員に対する人事管理の実態、制度導入のメリット、デメリッ
トの観点から明らかにした。そこで明らかにされた内容は次のようになる。
　第一に、わが国の短時間正社員制度は一時的な短時間正社員制度が主流であり、その導
入率（制度はないが運用している企業も含む）は2割強で大規模企業を中心に整備されて
いる。恒常的な短時間正社員制度は中小企業を中心に7％程度の企業で導入されている。
このうち、一時的な短時間正社員制度と恒常的な短時間正社員制度の両者を持つ企業が
3．2％あるため、正社員ルート型の短時間正社員制度を導入する企業は23．9％で全体の1／4
の企業が導入しているといえる。これらの制度の過去3年間の利用者数（のべ数）は、一
時的な短時間正社員制度は9．8人、恒常的な短時間正社員制度は31．3人と両者の間に大き
な違いがある。これは、制度の適用事由の影響を受けており、恒常的な短時間正社員制度
には定年退職者の継続雇用策としても活用されていることが考えられる。一方、パートタ
イマーから短時間正社員になる制度の導入率は2％と低く、中小企業での導入が多い。ま
た過去3年間の利用者数は8．8人となっている。一時的な短時間正社員制度の利用者数と
大きく違わないことから、同タイプの短時間正社員制度はあまり知られていないが、かな
りの程度で利用されていることがわかる。
　第二に、これらの制度が適用される対象には特徴がある。一時的な短時間正社員制度は、
育児・介護事由や健康障害事由が主流である。恒常的な短時間正社員制度は、育児・介護、
健康障害にとどまらず、2割前後の企業が高年齢者の継続雇用事由、短時間正社員として
の新規採用事由、高能力・高意欲者の確保事由、優秀人材の確保・定着事由といった多様
な事由を対象としており、労働者の諸事情を踏まえて働き方の柔軟化をはかる手段として
活用されているといえる。これらをまとめると、正社員ルートでは、一時的な短時間正社
員制度は仕事と家庭の両立問題の解決策として、恒常的な短時間正社員制度は多様な事情
や希望を有する人材の有効活用策としてとらえられていると考えられる。一方、パートタ
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イマー短時間正社員も、恒常的な短時間正社員と同様に育児・介護事由、新規採用事由、
高能力・高意欲者の確保事由、優秀人材の確保・定着事由など対象が多様であり、総じて
見ると優秀な社員の確保・定着策として活用されている。
　第三に、短時間正社員に対する人事管理については、一時的な短時間正社員は、賃金、
目標管理、昇進、異動、教育訓練などにっいて、フルタイム正社員と同等に扱われるケー
スが多いが、恒常的な短時間正社員とパートタイマー短時間正社員は、フルタイム正社員
とは異なる仕組みが適用される傾向が強い。先行研究では育児や介護のための短時間正社
員にはフルタイム正社員と同じルールを適用していることが明らかにされていたが、一時
的な短時間正社員制度が仕事と家庭の両立支援の一っとして位置づけられていることを考
慮すると、本稿の結果は先行研究と一致しているといえる。
　第四に、制度導入のメリットとデメリットはタイプ間の違いが小さいことがわかった。
全体的にはメリットとして女性の継続就労、人材の有効活用、従業員の定着率の向上をあ
げる企業が多い。これをタイプ別にみると、一時的な短時間正社員導入企業では女性の継
続就労や対外的なイメージ向上に対する効果を、恒常的な短時間正社員導入企業では人材
の有効活用に対する効果を、パートタイマS－一一一・短時間正社員導入企業では人材の有効活用に
加えて業務の効率化や労働生産性の向上、長時間労働の是正の効果を評価する傾向がある。
一方、デメリットについては、全体的には仕事の進め方に関しては、職場の同僚の負担増、
人員配置の柔軟性の低下、仕事の繁閑への柔軟な対応力の低下をあげる企業が多い。これ
をタイプ別にみると、一時的な短時間正社員導入企業では職場内での業務対応の柔軟性の
低下を、恒常的な短時間正社員導入企業とパートタイマー短時間正社員導入企業では職場
内連携の低下を指摘する傾向が強い。さらに、パートタイマー短時間正社員導入企業では
対外的な対応にも支障がでるという点が指摘されている。一方、人事管理面のデメリット
については、全体的には職場の要員管理の複雑化、目標設定の仕方や評価基準の見直し、
異動の複雑化を指摘する企業が多い。タイプ別の特徴としては、一時的な短時間正社員導
入企業と恒常的な短時間正社員導入企業では賃金や評価制度の煩雑性が大きいことを、パ
ートタイマー短時間正社員導入企業は、人材育成やキャリア管理が複雑になることをデメ
リットにあげる傾向がみられた。
　以上のことから、同じ短時間正社員でもタイプによって制度の適用事由等や人事管理の
あり方が異なり、それは短時間正社員になるルートによる違いとともに、制度の利用期間
の違いが影響している可能性がある。特に、恒常的な短時間正社員制度が、一時的な短時
間正社員よりもパートタイマー短時間正社員に類似していることが注目され、3タイプの
中では、一時的な短時間正社員制度が他の2つと異なる特性を持っていると言える。
8，2．3　短時間正社員制度と整合的な人事戦略
　第4章では、短時間正社員制度導入企業に整合的な人事戦略は何かを正祉員ルート型に
ついては計量分析を、パートタイマールート型についてはクロス集計分析を用いて考察し
た。第4章で明らかになった点は次の通りである。
　第一に、一時的な短時間正社員制度では、人事戦略因子1「女性社員の能力発揮を中心
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とする社員の仕事と生活の両立のための多様な働き方支援」と人事戦略因子2「社員の能
力開発支援による生産性向上」が正に有意となった。本稿の研究課題1の仮説のうちの「女
性活用仮説」が支持されたといえる。人事戦略因子2は、本論の研究課題の中では指摘し
ていなかったが、先行研究における結果に基づいて第4章で設定した仮説2「社員の能力
開発支援を重視する企業で短時間正社員制度を導入する」が支持される結果となった。一
方、人事戦略因子3「正社員以外の従業員の活用と人事管理の見直し」は負に有意となっ
たことから、第4章で設定した仮説3「正社員以外の従業員の戦力化とそれに伴う処遇の
均衡化を図る企業では短時間正社員制度を導入する」、つまり研究課題1の「正社員以外の
従業員積極活用仮説」は支持されなかったといえる。一時的な短時間正社員制度は正社員
を対象とした制度であるとともに、女性社員を中心とした正社員の継続就労や戦力化を実
現するために活用されていると考えられる。
　第二に、恒常的な短時間正社員制度は、人事戦略因子1「女性社員の能力発揮を中心と
する社員の仕事と生活の両立のための多様な働き方支援」が正に有意となったが、他の人
事戦略因子は有意でなかったため仮説1のみが支持された。第3章で明らかにしたように、
恒常的な短時間正社員制度は多様な人材が多様な勤務形態で活躍できるよう適用事由が幅
広く設定される傾向があることを勘案すると、恒常的な短時間正社員制度は、女性社員の
継続就労を支援するためだけでなく、労働市場を一度退出した女性の再参入支援を含む多
様な労働力の活用を支援する制度であると位置づけられていると考えられる。この点から
すると、一時的な短時間正社員制度よりも恒常的な短時間正社員制度の方が労働者に広い
能力発揮の場を提供しているといえる。
　第三に、パートタイマー短時間正社員制度については、制度の有無による違いが明確で
あったのは人事戦略因子1のみであったことから、仮説1　「女性社員の能力発揮を重視す
る企業で短時間正社員制度を導入する」、つまり研究課題1における「女性活用仮説」が
支持された。パートタイマーには女性が多いことから同人事戦略因子が有意になったと考
えられる。その中にあって、人事戦略因子3が有意でなかったことは、パートタイマー等
が従業員の多くを占めるようになると、企業は短時間正社員制度の有無に関わらず、彼ら／
彼女らの活用に積極的に取り組まざるを得なくなっていることが推察される。このことは、
パートタイマー短時間正社員制度導入企業の経営特性と人事戦略因子の関係を見たクロス
集計結果からも明らかである。人事戦略因子3はパートタイマー比率が高い企業において
正で有意であった。また、仕事内容が正社員と同じパートタイマーの割合は人事戦略因子
3と負で有意な関係にあることがわかった。正社員とパートタイマーの職域が分離し基幹
的業務を担うパートタイマーが少ない企業は、これからパートタイマーの戦力化を図る必
要性を認識しその戦力化に取り組んでいるといえる。
8．2．4　短時間正社員制度を機能させる職場マネジメントと人事管理
　第5章と第6章では、短時間正社員ルート別に短時間正社員制度を円滑に機能させるた
めの人事管理や職場マネジメントを検証した。両章の考察から類似した結果が得られたた
め、ここでは両章の結果をあわせて、短時間正社員制度が機能する要因についてまとめる。
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　調査対象企業における短時間正社員制度の特徴を見ると、主に「女性活用」、「多様な価
値観への対応」、「多様な人材の活用」および「人材の定着」を目的に制度を導入している。
この目的と適用事由が連関しているので、短時間正社員制度の適用事由は育児・介護に限
定されず、自己啓発、社会貢献活動、健康障害からの復帰など幅広いものとなっている。
特に、パートタイマー短時間正社員を導入している企業では、優秀なパートタイマーやブ
リーターを確保・定着することが課題となっており、その解決策として短時間正社員制度
が活用されている。
　次に、短時間正社員制度を円滑に機能させる人事管理の特徴を考察したところ、以下の
ことが明らかになった。
　第一に、調査対象企業14社のうち6社で雇用形態の枠を超えて仕事内容や役割を基準に
社員区分を見直している。こうした傾向は、パートタイマールV・・一一・トの短時間正社員制度を
持っ企業やパートタイマー比率が高く、かつ正社員の職域にパートタイマーの職域が重複
しつつある企業において顕著である。特に、パートタイマー短時間正社員制度の導入企業
では、社員区分の見直しに伴い、「パートタイマー→短時間正社員→フルタイム正社員」の
キャリア・ルートが機能するように人事管理を再構築する傾向がみられる。このことは、
パートタイマー短時間正社員がフルタイム正社員への円滑な移行を媒介する中間形として
形成されているといえ、本論の仮説が支持されたといえる。
　第二に、雇用形態を超えて社員全体を再区分する企業では、職能等級と職務等級を併用
して社員を格付けする傾向がみられる。異なる雇用形態が活用してきた異なる格付け基準
をそれぞれ部分的に導入し、整合性を取っていると思われる。短時間正社員を作り出すこ
とによって、多様な人材をサポートできる人事管理の仕組みを構築しているといえる。
　第三に、短時間正社員の賃金決定は、タイプに関わらずフルタイム正社員と同じ基準が
適用され不就労時間分が減額される仕組みとなっている。
　第四に、タイプにかかわらず、短時間正社員に対して評価制度と目標管理制度が適用さ
れている。また、フルタイム正社員と同じ評価項目を適用する企業が主流であり、目標を
設定し、それを基準に評価することが、短時間正社員制度を機能させるために必要な取り
組みであるといえる。また、目標は職場や仕事内容の影響を強く受け多様であるが、どの
ように目標を設定すべきかの方針を企業が明確に示すことが、短時間正社員制度を円滑に
機能させるために重要である。
　第七に、短時間正社員の仕事内容は、正社員ルートについてはフルタイム正社員時と「変
えない」とする企業が多い。正社員ルートの場合は、職能資格制度に基づき短時間正社員
に業務が配分されることから、能力に見合う業務を引き続き担当することになる。一方、
パートタイマールートにおいては、企業は短時間正社員に将来はフルタイム正社員になり、
マネジメント業務を担うことを期待している。そのため、登用後は業務の難易度や責任度
を高め、OJTを通して基幹人材に育成しようとする傾向がある。
　第八に、短時間正社員制度を円滑に機能させるための職場マネジメントとして、①制度
利用者が出た機会を職場全体の知識・スキルレベルを上げる機会、社員を多能工化する機
会としてとらえること、②要員管理を徹底すること、③将来のフルタイム勤務を視野に入
れて難易度の高い業務を配分することなどが重要であることが明らかになった。
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8，2．5　取組み先進企業における人事管理
　第7章では、短時間正社員制度があり利用実績もある企業（取組み先進企業）の短時間
正社員に対する人事管理の特徴にっいて考察した。
　まず、取組み先進企業の人事管理には以下のような特徴がみられた。
　評価についてみると、一時的な短時間正社員に対しては「技能と職務遂行能力」「職務内
容や責任の重さ」を、恒常的な短時間正社員とパートタイマー短時間正社員に対しては「労
働時間の長さ」を重視する傾向がある。さらに、取組み先進企業では「評価制度がない」
とする企業が少ないことから、短時間正社員制度の円滑な運営には評価が不可欠であると
いえる。
　賃金決定方法についてみると、一時的な短時間正社員では、フルタイム正社員と同一基
準を適用する企業が多く、恒常的な短時間正社員では、フルタイム正社員と同一基準を適
用する企業と別基準を新たに設定する企業の両者があった。一方、パートタイマー短時間
正社員では同一基準を適用しないケースが多い。以上の結果から、一時的な短時間正社員
はフルタイム正社員と同じ雇用区分、パートタイマー短時間正社員は別区分、恒常的な短
時間正社員は企業によって異なり統一した傾向が見られないという特徴を抽出できる。
　目標管理についてみると、どのタイプでも短時間正社員に対して何らかの目標を設定し
ていることが明らかになった。つまり、短時間正社員制度の円滑な運営には、目標管理が
重要であるといえる。
　最後に、勤務時間が短くなったことによる仕事内容の変化についてみると、タイプにか
かわらず「仕事内容や責任をそのまま」とする傾向が強く、働き方を変えても仕事内容や
責任は変えないというのが基本といえる。
8．2．6　短時間正社員制度が経営パフォーマンスに与える影響
　7章では短時間正社員制度の導入や利用実績の有無、上記の人事管理の適用が企業の経
営パフォーマンス（本分析におけるパフォーマンス指標：女性正社員の勤続年数、正社員
全体の勤続年数、パートタイマーの勤続年数、2年前と比較した労働生産性）に与える影
響についても分析している。その結果、以下のことが明らかになった。なお、パートタイ
マー短時間正社員制度はサンプル数が少ないため、参考程度の分析にどどまっている。
●短時間正社員制度の導入の影響
　一時的な短時間正社員制度の導入は正社員全体の勤続年数を伸ばす効果があることが
わかったが、それ以外のパフォーマンス指標に対しては有意な結果が得られなかった。
また、他の短時間正社員制度についても有意な結果が得られなかったことから、全体的
にみると、短時間正社員の導入自体は、経営パフォーマンスに影響を与えないといえる。
ただし、一時的な短時間正社員制度および恒常的な短時間正社員制度の導入が労働生産
性に有意でなかったということは、制度を導入しても短期的に労働生産性が下がること
はないことを示している。
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●短時間正社員制度の利用実績の影響
　一時的な短時間正社員制度は社員に利用されることによって、女性正社員だけでなく
正社員全体の勤続年数に正の効果があることがわかった。恒常的な短時間正社員制度の
利用は、女性正社員の勤続年数に対して正の効果がある。一方、パートタイマー短時間
正社員制度の利用は女性正社員と正社員全体の勤続年数に対しては正の効果があるが、
パートタイマーの勤続年数に対しては有意な結果が得られなかった。
　以上の結果から、制度を導入するだけでは人材の定着に影響がなく、社員が制度を認
識し制度を利用することが定着を高めるといえる。なお、労働生産性に対しては有意な
結果が得られなかったが、このことは短時間正社員制度の利用者があっても労働生産性
が下がることはないことを示している。
●賃金決定方式の影響
　賃金の決定をフルタイム正社員と同一にした場合と別建てとした場合を比較した。そ
の結果、恒常的な短時間正社員では別建にすると正社員全体の勤続年数に正の効果があ
ることが分かった。また、パートタイマー・一一・短時間正社員はフルタイム正社員と同一の基
準で賃金を決定すると労働生産性が高まることが分かった。
●賃金水準の影響
　フルタイム正社員と短時間正社員の賃金格差が大きいと経営パフォーマンスに負の影
響を及ぼすと仮定して分析を行った。その結果、パートタイマー短時間正社員の賃金が
フルタイム正社員と同程度の場合、労働生産性が高まる可能性があるが、そのほかの短
時間正社員については、どのパフォーマンス指標に対しても有意でないことが分かった。
●目標管理制度の影響
　目標管理制度を適用することは恒常的な短時間正社員とパートタイマー短時間正社員
の労働生産性を高めることがわかった。目標管理制度によって適正に評価することや短
時間正社員に目標を持たせて仕事を与えることが短時間正社員制度を円滑に機能させる
ためには重要であるといえる。
●仕事配分の変更の影響
　一時的な短時間正社員では、仕事内容の変更は女性正社員と正社員全体の勤続年数に
対して負の効果を及ぼす。仕事内容と人事管理は関連が深いことから、フルタイム勤務
時と人事管理がほぼ変わらない一時的な短時間正社員に対しては、働き方が変わっても
仕事内容を大きく変更しないことが人材の定着に効果的である。なお、他のパフォーマ
ンス指標に対しては、いずれの短時間正社員においても有意な結果は得られなかった。
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8．3　本研究の結論
　本稿では、時間的制約を持つ労働者を効果的に活用していく必要があるわが国の企業に
とって、社員の多様な働き方を可能にする仕組みの整備は喫緊の課題であり、その鍵とな
るのが短時間正社員制度であることを述べてきた。そうなると企業にとって積極的に短時
間正社員制度を導入することが重要になるが、それだけでは彼ら／彼女らの有効活用にはつ
ながらない。社員が利用できる環境を整備することによって制度を機能させること、その
効果を企業や社員に実感させることが不可欠である。
　では、どうすれば制度が「機能する」のか。先行研究ではこれについて議論されること
はなく、制度導入の財務パフォーマンスに及ぼす効果の検証が主流であった。しかし、制
度が直接財務パフォーマンスに影響することはなく、まずは制度が機能することが重要で
ある。したがって、本稿では、制度が「機能する」要因を職場マネジメントと人事管理の
観点から、正社員ルートとパートタイマールートに分けて検証した。
　短時間正社員制度を導入している企業の人事戦略をみると、一時的な短時間正社員制度
の導入企業は、社内で働く正社員が男女間わず能力を発揮できるよう働き方を柔軟にする
ことを重視している。一方、恒常的な短時間正社員制度とパートタイマー短時間正社員制
度の導入企業では、女性を制度活用の主な対象としているが、正社員にとどまらずパート
タイマーや労働市場に再参入しようとする女性、定年後の高年齢者などの多様な労働者を
想定している。したがって、女性の能力発揮を支援する企業で短時間正社員を導入すると
した仮説は立証されているが、一時的な短時間正社員制度と恒常的な短時間正社員制度お
よびパートタイマー短時間正社員制度では対象の範囲は大きく異なる。
　こうした戦力化したい人材の違いは、短時間正社員制度の人事管理のあり方にも影響す
る。一時的な短時間正社員は、フルタイム正社員と同じ人事管理が適用されていることか
ら、フルタイム正社員と同じ雇用区分に位置づけられる一方、同じ正社員ルートでも恒常
的な短時間正社員は賃金決定方法、退職金、教育訓練等においてフルタイム正社員とは別
に管理されるケースも多くあり、パートタイマー短時間正社員の人事管理に近い。また、
パートタイマー短時間正社員制度を有する企業では、パートタイマー短時間正社員を将来
的なフルタイム正社員予備軍と位置づけて適性を判断するとともに、フルタイム正社員へ
の移行を円滑にするために正社員と正社員以外の従業員の中間形の人事管理を適用してい
る。
　これらの結果を踏まえると、一時的・恒常的に関わらず、短時間正社員は本稿の第1章
で述べたような「正社員」4として期待される労働者であるといえる。ただし彼ら／彼女ら
は「正社員」としての期待役割を果たすことが難しい状況にあるため、企業が将来は「正
社員」としての役割を果たすことを条件に”一定の間”だけ「正社員」の役割を猶予してい
る労働者、いわゆる「准正社員」であるといえる。そして、その人事管理は「正社員」と
しての期待役割を猶予される期間が「一時的」であれば、企業にとって職務ローテーショ
ンや残業等を要求する対象から除外する期間が短いうえ、制度利用者がOJT等を通した教
4第1章では、一般的に「正社員」は企業が求める労働時間、場所、仕事内容に柔軟に応じ、かつ職務
ローテーションを通して幅広い職務に対応できる人材として位置づけられているとしている。
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育訓練機会を喪失する期間も短期であるためキャリア型の「正社員」と同じ基準や方法を
適用する。一方、恒常的な短時間正社員のように「正社員」としての期待役割を猶予され
る期間が長期間に及ぶ場合や一度退職したのち復職する断続型である場合、幅広い職務を
経験する機会を喪失することによってジョブ型の雇用契約を結ぶ労働者に近い働き方とな
るため、　「正社員」と別区分で管理することになる。また、パートタイマー短時間正社員
は、元々ジョブ型の雇用契約が締結された労働者であり、企業が期待する役割が「正社員」
とは異なるため、人事管理も「正社員」とは別区分になる。
　以上のことから、ジョブ型の働き方に近い恒常的な短時間正社員はパートタイマー短時
間正社員に収れんされていくと考えられ、正社員以外の労働者、労働市場に再参入する労
働者などの多様な働くニーズを持つ労働者がこの短時間正社員制度を活用して、良好な就
労機会と待遇を得ながらキャリアアップを図ることが可能になると考えられる。つまり、
パートタイマー短時間正社員制度は、ゆっくりとキャリアを積みながら最終的に幅広い職
務を担う「正社員」を目指す「スローキャリア」のキャリアモデルとして位置づけられる
といえよう。さらにこうした新たなキャリアモデルの構築は、若年者や高齢者の雇用創出
策としてのワークシェアリングの実現のきっかけになると考える。
　こうしたキャリアのあり方が機能していくためには、それをサポートする人事管理が必
要である。それは、個人が望めばフルタイム正社員まで段階的にキャリアアップできるよ
うに、もしくはフルタイム正社員と短時間正社員の間を何度も行き来できるように働き方
の違いを超えて構築しておくことが重要である。特に、パートタイマー短時間正社員制度
の導入企業では、正社員の女性だけでなくパートタイマー、再雇用の女性社員などの戦力
化を図るために短時間正社員制度を導入する傾向がある。したがって、フルタイム正社員
と短時間正社員を超えて社員を区分し、評価方法を職能等級や職務等級で対応させること
によって人事管理を1本化し、どんな働き方を選択しても社員がキャリアを開発できる状
況を作ることが重要である。男性に比べて出産、子育て、介護問題などのライフイベント
に関わる機会が多い女性には、一っの組織内で一貫したキャリアビジョンを立てることが
できる効用は大きい。特に、パートタイマー短時間正社員はフルタイム正社員への登竜門
としての意味合いが大きく、会社が欲する人材が短時間正社員期間を経てフルタイム正社
員になることは、人材確保の面で経営上の効果は大きい。
　こうした短時間正社員制度が機能するうえで重要なのが「目標管理制度」と「仕事の与
え方」である。短時間正社員制度を機能させるためには、賃金水準などの待遇をフルタイ
ム正社員と変わらないレベルにすること以上に、　「目標管理制度」をタイプに関わらず短
時間正社員に適用することと、正社員ルートの短時間正社員には仕事内容を変えず、パー
トタイマー短時間正社員には将来担当する（担当させたい）業務を見据えながら仕事内容
のレベルを変えていくことが重要であることを明らかにした。このことは、仕事を続けて
いくことを通して各自がキャリアビジョンを描き、業務目標の設定を通してそれを実現し
ていくことが、短時間正社員の労働意欲を高めていくことを示唆している。
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8．4　今後の課題
　最後に今後の研究課題を提示にして本稿の結びとしたい。
　第一に、「正社員」としての役割を猶予される期間がどの程度の範囲であれば、「正社員」
と同じ雇用区分で管理するのか、どの程度長期間に及ぶと「正社員」と別区分で人事管理
することが適切なのかを明らかにすることである。本調査では、育児を目的に一時的な短
時間正社員制度を複数回利用することは、結果的に恒常的な短時間正社員となる可能性を
指摘した。しかし、利用する制度は一時的な短時間正社員制度であるため、制度利用者は
「正社員」と同じ雇用区分で長期にわたって働くことになる。短時間正社員制度を円滑に
かつ継続的に機能させていくためには、制度の適用事由ではなく、実態に即した人事管理
のあり方を考察していく必要がある。
　第二に、「管理職の短時間正社員の実現を可能にする要因」の追究である。管理職の短時
間正社員の普及に向けた要因を明らかにしていくことは、短時間正社員のみならず、管理
職のフレキシブル・ワークの実現につながり、個々人のWLB実現に寄与することになる
だろう。今後は、何が管理職の短時間正社員をはじめとするフレキシブル・ワークを可能
にするのかを具体的に検証していくことが重要だと考える。職場では、上司が下位者へ委
譲できる権限・業務と「管理職」ではないと対処できない業務・権限を判断し、仕事の再
分配を行っていると思われる。それらを職務ごとに棚卸しし、権限委譲が可能なものを可
視化することによって、変化に応じて適切に仕事を再分配できるマネジメントカを持った
管理職を育成することができるのではないかと考える。また、この「仕事の再分配」は、
緊急避難型のワv－一・・クシェアリングにも寄与するといえる。経済不況時に従業員を解雇する
のではなく、労働時間を分かち合うといったリスクマネジメントを図っていくことも併せ
て考えておくべきだろう。
　第三に、「企業全体の人材育成ロスへの対応」に関する考察である。本稿では、労働生産
性の維持には、職場単位の対応と企業全体の対応の両面でとらえる必要があることを指摘
したが、後者にっいては考察を深めることができなかった。今後、短時間正社員制度の利
用者が増加する可能性があるため、こうした事態への企業の対応を制度のタイプ別に調査
していく必要がある。
　第四に、「短時間正社員導入企業の人事管理のあり方に関するさらなる考察」である。本
稿の調査では、短時間正社員制度が一時的な短時間正社員制度か恒常的な短時間正社員制
度かを企業に申告してもらった上で調査に協力してもらっている。しかし、調査を進める
と育児短時間勤務制度の適用期間が「小学校高学年まで」または「中学入学まで」と非常
に長いうえに、子どもが複数人いる場合には「恒常的な短時間正社員」と同じ状態になる。
したがって、実際の適用期間の差によって人事管理、特に昇給・昇格・昇進への対応がど
のように異なるかを考察する必要がある。今後は子育てのみならず、介護問題への対応も
増えることを勘案すると、恒常的な短時間正社員制度が企業の労働生産性に与える影響は
大きい。，制度が機能する仕組みをさらに調査していくことが、わが国の人材活用のあり方
を具体的に示すものと考えるのである。
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